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実施・運営
方法

通学路の要所に通学路標識を設置、又、注意箇所にみどり線を設置することにより、車
輌運転士の注意を喚起する。
関係機関と協議し、有効性の高い通学路を選定し通学路標識の新設、みどり線設置工
事を実施する。
破損した通学路標識は速やかに取替工事を行う。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

車輌運転士に対し通学路であることの認識と注意を喚起し、児童生徒の通学時におけ
る安全性を向上させる。
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担当係

事業類型

教育を支える学習環境を整備する

一般会計
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　通学路は、その年度ごとに小中学校からの申し出により設定されるが、その変更に対
応した表示を行うことができず、車輌運転者に正しく通学路を認識できなくなる可能性が
ある。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　通学路看板の設置等希望件数及びみどり線設置希望は増加する傾向にあり、優先度
を見直しながら、設置地域が偏らないように配慮して、通学路標識の整備を進めていく。

　本事業は、市内一部に偏ることなく、全体としてのバランスを考えながらすすめる必要
があり、また、その効果は市民以外にも及ぶものであることから、非常に公共性の強い
ものであるため、市が実施することが望ましいと考える。

通学路標識新設、建替、移設、撤
去、看板取替数

通学路みどり線設置

事業目的の
達成状況

・通学路標識設置等
　学校からの希望により、市内３０ケ所の通学路標識の新設・撤去等行い、児童生徒の
　登下校時の安全確保につとめることができた。
・みどり線設置事業
　小牧小学校区内１ケ所で工事を行い、歩道設置が難しい場所での児童生徒の登下校
　時の安全確保につとめることができた。
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